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◇◆高校総体鹿児島県予選が終了した。3日(金)、市内の高校説明会に出向いている際、学校から嬉しいメ

ールが届いた。女子剣道下田代選手が個人戦準優勝！ 大会直前に膝を故障して臨んだ大会だっただけにと

ても嬉しい。その直後、別のメールが入り、女子弓道德持選手が個人戦準優勝という。嬉しいニュースが続

き、とても幸せな気分になれた。もちろん、その後伺った高校説明会で中学生諸君に紹介したのは言うまで

もない。県準優勝ということは九州大会・全国大会への切符を手にしたことになる。両選手には更に精進し

技量を高めて欲しい。 ◆翌 4日(土)、時間がとれたので、女子剣道団体戦の応援に県体育館へ赴いた。会

場は選手・関係者・家族などがごった返し、ものすごい熱気。6つの試合場で試合が同時進行しているため、

声援もものすごい。もちろん、『目の前の相手だけに集中する』ことは当たり前のことであろうが、「選手た

ちは他の試合場の声援に惑わされたりしないのだろうか」と心配になった。本校の試合を 2戦見学、2戦目

の準々決勝：鹿屋女子高戦は序盤からかなり厳しい展開であった。結果はベスト 8。それぞれの学校が放課

後や休日を使って練習を積み重ねてきての県大会であるため、なかなか簡単には勝たせてもらえない。しか

し、今回、個人で九州・全国大会へ出場が決まっている。下田代選手には、早く怪我を治し、次なるステー

ジで存分に戦ってもらいたいと願う。 ◇◆九州南部地方の梅雨入り宣言が

あった。その後、関東地方でも同様な宣言があったらしい。果たして『梅雨

入り坊や』が活躍したのであろうか？ 『梅雨入り坊や』とは、NHK『LIFE！

～人生に捧げるコント』（毎週木曜日 22:25～）の中に登場する星野源が演ず

るキャラクターである。この『LIFE!』という番組は NHK が初めて取り組んだ

コント番組だそうで、副題にも掲げられている通り『人生』がテーマとなっ

ている。単なる『お笑い』番組ではなく、様々なオムニバスコントの中に、

ありがちな人生模様が軽妙に盛り込まれていて、「あ～、そんな人いるよね･･･」

といった可笑しさがある。『梅雨入り坊や』は梅雨入りを歌と踊りで宣言する

世襲制の家系において、そろそろ息子に代替わりをしようとする昨今、息子は代々我が家に伝わる仕事に疑

問を持ち、「大学進学をしたい」と言い出す。そのことに対して、内村光良演ずる父親兼師匠から「梅雨入

り坊やに大学は必要なし！」と拒否されてしまう。一般社会にもこんな親子関係はあるのだろうと思う。ス

トーリーの中に秘められたテーマはシュールであるが、それをパッと見のおふざけで和らげている。このほ

かにもいろんなキャラクターが登場するが、どれも脚本が上手いな、と思いながら毎回楽しく観ている。 
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◇◆昨日から教育実習が始まっている。保健体育科の元 優樹(ﾊｼﾞﾒ ﾕｳｷ)先生である。

元先生は平成 26年 3 月に本校普通科特進コースⅠ類を卒業、現在は環太平洋大学体育

学部体育学科 3 年生。本校在籍中は男子サッカー部に所属していた。もちろん、現在

もサッカーは続けている。今月 24 日(金)まで 3週間の実習となる。主に 2年 10 組に

入るので、大学での生活など、様々話を聴くことができると思うので、どんどん話しかけて欲しい。来週

13 日(月)からはもう一人加わる。園田学園女子大学人間健康学部総合健康学科 4 年生の池田沙也先生。彼

女もまた卒業生、平成 25 年 3 月普通科特進コースⅡ類卒、女子テニス部に所属していた。途中、本人がテ

ニスの大会出場のために欠席する日があることから変則的ではあるが、27 日(月)まで実質 2週間の予定。 

感謝道 

～今日のことば～ 

 挑戦の先は成功か学びしかない。失敗とは何も 

しないこと。行動しないこと。そして諦めること。 

（てっぺん社 大嶋啓介） 

 


